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● 主 な 内 容

会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

３ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑤

議会・委員会の動き････⑥～⑦

提出案件の結果等････⑧

２月25日(月)本会議（開会）

２月26日(火)議案調査日

２月27日(水)議案調査日

２月28日(木)議案調査日

３月４日(月)本会議（総括質疑）

３月５日(火)本会議（委員会付託）

３月６日(水)委員会（総務文教・建設経済）

３月７日(木)委員会（保健福祉）

３月８日(金)委員会（保健福祉・建設経済）

３月11日(月)委員会（総務文教）

３月13日(水)本会議（一般質問）

３月14日(木)本会議（一般質問）

３月18日(月)本会議（一般質問）

３月19日(火)本会議（一般質問）

３月21日(木)本会議（閉会）

新庁舎及び（仮称）こどもプラザ建設工事

現庁舎は、耐震性能の不足による倒壊や崩壊等の危険性が指摘されており、災害時の防災拠点とし
ての機能が果たせない状況も考えられます。また、庁舎の狭あいによる市民サービスへの支障や建
物および設備も老朽化の進行などの課題の解決に向け、現在、新庁舎の建設工事を行っています。
（３月21日、現庁舎屋上にて撮影）

新庁舎及び（仮称）こどもプラザ建設工事

現庁舎は、耐震性能の不足による倒壊や崩壊等の危険性が指摘されており、災害時の防災拠点とし
ての機能が果たせない状況も考えられます。また、庁舎の狭あいによる市民サービスへの支障や建
物および設備も老朽化の進行などの課題の解決に向け、現在、新庁舎の建設工事を行っています。
（３月21日、現庁舎屋上にて撮影）



きたもと議会だより (２)

３月定例会３月定例会

　
２
月
25
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
31
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願

１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
25
年
度
北
本
市
一
般
会
計
予
算
の
可
決
に
伴
い
、
庁
舎
建
設
事

業
に
お
い
て
、
適
切
で
安
定
的
な
財
源
措
置
を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
旨
の
附

帯
決
議
が
提
案
さ
れ
、
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
平
成
25
年
度
北
本

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

Ｑ
、
平
成
25
年
度
予
算
編
成
の
特

徴
に
つ
い
て

Ａ
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、
２
０
３
億
９
，
０

０
０
万
円
で
、
対
前
年
度
比
14
億
５
，

０
０
０
万
円
、
７
・
７
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計

を
含
む
北
本
市
の
予
算
総
額
は
３

４
３
億
２
，
６
３
６
万
円
で
、
対

前
年
度
比
14
億
７
，
０
４
９
万
円
、

４
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
予
算
に
計
上
し
た

金
額
の
大
き
な
事
業
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
17
億
８
，
７
８
１
万
円
、

（
仮
称
）
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
建
設
事

業
７
，
８
４
０
万
円
、
道
路
新
設

改
良
事
業
１
億
２
，
６
４
０
万
円
、

中
央
通
線
整
備
事
業
１
億
１
，
３

４
８
万
円
、
公
園
環
境
整
備
事
業

１
億
５
０
０
万
円
、
栄
小
学
校
プ

ー
ル
改
修
事
業
４
，
４
５
５
万
円

等
で
す
。

　
ま
た
、
特
色
の
あ
る
新
規
拡
充

事
業
と
し
て
、
義
務
教
育
の
９
年

間
を
見
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
小
・
中
一
貫
教

育
の
推
進
を
図
る
た
め
の
学
校
４
・

３
・
２
制
研
究
モ
デ
ル
校
事
業
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

子
育
て
家
庭
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
の
０
歳
児
お
む
つ
無
料
化

事
業
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
環

境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
石
戸
蒲
ザ
ク
ラ
周
辺

整
備
事
業
、
生
活
道
路
に
お
け
る

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
一
定
の

エ
リ
ア
内
の
制
限
速
度
を
30
キ
ロ

と
す
る
ゾ
ー
ン
30
事
業
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

北
本
駅
東
西
駅
前
広
場
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
、
る
る
ぶ
北

本
改
訂
版
の
発
行
や
弘
前
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
の
協
力
を

得
て
北
本
ま
つ
り
の
充
実
を
図
る
等
、

本
市
の
観
光
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
り
観
光
１
０
０
万
人
都

市
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
、
世

界
基
準
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
認
証
に
向
け
た
取
組
み
、

新
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
受
理
交
付
事
業
、
効

率
的
な
事
務
の
実
施
を
確
立
さ
せ
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得

事
業
等
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
本
市
の
発
展
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【 

紹
　
介 

】
　

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
及
び

当
選
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
住
所
　
北
本
市
高
尾
１
丁
目

　
　
　
　
　
　    

２
８
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
い
　
　
　
　ゆ
た
か

　
氏
名
　
金

井

　

裕

氏

○
埼
玉
県
央
広
域
公
平
委
員
会
委
員

　
住
所
　
北
本
市
中
丸
５
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２
番
地

　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
お
か
　
て
る
　
お

　
氏
名
　
高

岡

輝

夫

氏

○
北
本
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
住
所
　
北
本
市
深
井
４
丁
目

　
　
　
　
　
　   

　 

６
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
や
　
え
い
　
さ
く

　
氏
名
　
深

谷

榮

作

氏

　
住
所
　
北
本
市
石
戸
５
丁
目

　
　
　
　
　
　  

　  

４
７
番
地

　
　
　
　
　
　
　
お
　
が
わ
　
さ
だ
　
お

　
氏
名
　
小

川

貞

夫

氏

　
住
所
　
北
本
市
西
高
尾
６
丁
目

　
　
　
　
　
　  

　  

５
６
番
地

　
　
　
　
　
　
　
に
し
　
ざ
わ
　
ま
さ
　
え

　
氏
名
　
西

澤

雅

惠

氏

　
住
所
　
北
本
市
宮
内
１
丁
目

　
　
　
　
　
　    

１
５
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　
に
し
わ
き

み

よ

こ

　
氏
名
　
西
脇
美
代
子

氏

○
北
本
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
住
所
　
北
本
市
中
丸
７
丁
目

　
　
　
　
　
　    

２
５
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
　
だ
　
　
　

あ
き
ら

　
氏
名
　
本

多

　

晃

氏

　
住
所
　
北
本
市
中
央
２
丁
目

　
　
　
　
　
　  

　  

９
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　

だ
　
よ
う
　
こ

　
氏
名
　
内

田

容

子

氏

　
住
所
　
北
本
市
荒
井
１
丁
目

　
　
　
　
　
　 

　   

７
７
番
地

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　

い
　
や
す
　
よ
し

　
氏
名
　
新

井

保

好

氏

　
住
所
　
北
本
市
本
宿
６
丁
目

　
　
　
　
　
　  

　
　  

７
番
地

　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
お
か
　
か
ず
　
こ

　
氏
名
　
花

岡

和

子

氏

平
成
25
年
度

　
一 

般 

会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
６
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

平
成
25
年
度

　
一 

般 

会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
６
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

一
般
会
計
予
算
は
２
０
３
億
９
，０
０
０
万
円
、
前
年
度
比
７
・
７
％
の
増

総

括

質

疑

通

告

者

伊

藤

堅

治
（
平

成

会
）

高

橋

節

子
（
民

主

北

本
）

桂

　

祐

司
（
無
所
属
の
会
）

中

村

洋

子
（
共

産

党
）

岸

　

昭

二
（
公

明

党
）

大

嶋

達

巳
（
政

策

北

本
）

工
藤
日
出
夫
（
市

民

の

力
）

※�

通
告
順
に
掲
載



３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

※
質
問
通
告
順
に
掲
載

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
観
光
１
０
０
万
人
都
市
の
検
証

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
本
計
画
策
定
事
業

・
通
学
路
の
整
備
及
び
安
全
対
策他

３
件

滝
瀬
光
一
（
平
成
会
）

・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
市
内
事
業
者
の
育
成

・
高
尾
橋

他
１
件

保
角
美
代
（
公
明
党
）

・
自
殺
対
策

・
市
政
の
情
報
発
信

・
余
裕
教
室
の
有
効
利
用

他
１
件

高
橋
節
子
（
民
主
北
本
）

・
小
型
家
電
回
収
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
事

　
業

・
市
民
の
健
康
管
理
と
福
祉
施
策

・
食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
業
の
育
成

他
１
件

大
嶋
達
巳
（
政
策
北
本
）

・
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
対
策

・
学
校
給
食

・
Ｐ
Ｍ
２
・
５

大
澤
芳
秋
（
政
策
北
本
）

・
二
ツ
家
１
丁
目
に
開
店
す
る
大
型
店

　
舗
周
辺
の
交
通
対
策

・
道
路
の
管
理

・
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
発
掘
状
況

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
ご
み
処
理
の
広
域
化

・
市
内
公
共
施
設
の
耐
震
化
と
老
朽
化 

　
対
策

・
投
票
率
の
向
上
対
策

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　今定例会では、16人の議員から61件105項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

問
１
　
公
民
館
等
の
耐
震
と
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て

答
１
　
耐
震
診
断
を
必
要
と
す

る
時
期
に
建
設
さ
れ
た
建
物
の
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能

は
満
た
し
て
お
り
補
強
工
事
の

必
要
は
な
し
と
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
、

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
こ
と
が
確
認
で

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
施

設
と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
対

応
は
、
法
的
な
保
守
点
検
で
の

指
摘
事
項
へ
の
対
応
や
、
突
発

的
な
不
具
合
に
緊
急
的
な
修
繕

や
補
修
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後

各
施
設
の
大
規
模
な
改
修
工
事

も
順
次
必
要
と
な
っ
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
公
共
施
設
等
整
備
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
１
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
進
捗
状
況
を
随
時
発

信
し
、
市
民
に
知
ら
せ
て
も
ら

い
た
い

答
１
　
建
設
工
事
の
状
況
の
公

開
、
ま
た
情
報
提
供
は
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、

滞
り
の
な
い
よ
う
に
留
意
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
役
所
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
駅
の
通
路
に

も
お
知
ら
せ
等
を
掲
示
し
、
週

単
位
の
詳
細
な
工
事
工
程
は
市

役
所
内
及
び
周
辺
の
工
事
看
板

で
掲
示
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
駐
車
場
の
不
足
等

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

が
、
既
存
敷
地
内
で
の
工
事
と

い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
２
　
市
民
に
よ
る
現
場
見
学

会
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い

答
２
　
現
在
、
第
１
期
工
事
の

建
物
骨
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
見
学
し
て
い
た
だ
く

に
は
各
階
の
床
部
分
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
の
予
定
で
は
、

５
月
下
旬
の
実
施
を
目
途
に
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公

民

館

等

の

老

朽

化

新
庁
舎
建
設

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

平成24年第1回定例会から、一問一答方式または一括質問一括答弁方式との選択制で実施しています。

(３) きたもと議会だより

昭和54年に建設された勤労福祉センター工事の進む新庁舎
建設（4月15日現在）



中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
公
民
館
を
市
民
が
使
い
や
す
い
施
設

　
に
す
る
た
め
に

・
生
活
保
護

・
下
水
道
接
続
工
事
に
お
け
る
自
己
負

　
担
へ
の
対
策

湯
澤
美
恵
（
共
産
党
）

・
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課

　
題

・
「
24
時
間
地
域
巡
回
型
訪
問
サ
ー
ビ

　
ス
」
事
業
の
現
状
と
課
題

・
要
介
護
認
定
者
の
所
得
税
・
市
民
税

　
の
障
害
者
控
除

工
藤
日
出
夫
（
市
民
の
力
）

・
人
事
管
理

・
地
教
行
法
第
17
条
に
お
け
る
教
育
委

　
員
会
の
指
揮
監
督

・
太
陽
光
発
電
事
業
に
公
共
施
設
の
屋

　
根
等
の
場
所
貸
し

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
職
員
の
雇
用
状
況

・
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業

・
道
路
行
政

他
２
件

金
子
眞
理
子
（
民
主
北
本
）

・
障
が
い
者
の
就
労
拡
大

・
学
校
給
食
自
校
方
式
の
有
効
性

・
Ｊ
Ｒ
線
路
敷
地
境
の
除
草

他
１
件

渡
邉
良
太
（
無
所
属
の
会
）

・
こ
ど
も
医
療
費

・
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
中
丸
地
区
の
交
通
安
全
対
策

他
１
件

きたもと議会だより (４)

問
１
　
給
食
に
よ
り
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
の
死
亡

事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
北
本

市
に
お
け
る
状
況
は

答
１
　
本
市
に
お
い
て
も
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生

徒
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
平
成
24
年
５
月
時
点
で
、

小
学
生
１
６
５
名
、
全
体
の
約

４
・
６
％
、
中
学
生
36
名
、
約

２
％
で
す
。
そ
の
う
ち
、
給
食

に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
行
っ

て
い
る
児
童
は
41
名
、
生
徒
は

21
名
い
ま
す
。
さ
ら
に
重
篤
な

症
状
で
あ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
、

エ
ピ
ペ
ン
を
処
方
さ
れ
て
い
る

児
童
・
生
徒
が
５
名
在
籍
し
て

い
ま
す
。

問
２
　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
行
わ
れ
て

い
る
か

答
２
　
本
市
で
は
、
平
成
20
年

３
月
に
、
財
団
法
人
日
本
学
校

保
健
会
が
発
行
す
る
「
学
校
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取

組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
対
象
児
童
・
生
徒
が
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

保
護
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
取
組
み
を
進
め
る
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
一
つ
目
、
個
々
の

児
童
・
生
徒
を
確
実
に
把
握
す

る
こ
と
、
二
つ
目
、
医
師
の
診

断
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
、
三
つ
目
、
症
状
が
急
速

に
変
化
し
得
る
こ
と
を
理
解
し
、

緊
急
時
の
対
応
へ
の
準
備
を
行

っ
て
い
く
こ
と
。
こ
の
３
点
に

つ
い
て
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
エ
ピ
ペ
ン
と
は

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
症
状
を
緩

和
す
る
た
め
に
、
自
己
注
射
す
る

補
助
治
療
剤
で
す
。

問
１
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

答
１
　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ

き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
人
を
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
言

い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で

重
要
な
こ
と
は
、
家
族
や
仲
間

の
変
化
に
気
づ
き
声
を
か
け
る

こ
と
、
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
傾
聴
す
る
こ
と
、
早
目
に
専

門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す
こ

と
、
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

じ
っ
く
り
と
見
守
る
こ
と
で
す
。

悩
み
を
抱
え
た
人
は
、
人
に
悩

み
を
話
せ
な
い
、
ど
こ
に
相
談

に
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、

ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
を
抱
え

た
人
を
支
援
す
る
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
存
在
は
、
と
て
も
大
き

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養

成
に
つ
い
て

答
２
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
担

う
人
材
と
し
て
は
、
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
の
身
近
に
い
る
市

民
を
は
じ
め
、
医
療
、
福
祉
、

住
民
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
る
方
な
ど
、
幅
広
く

考
え
ら
れ
ま
す
。
自
殺
の
背
景

を
見
る
と
、
健
康
、
経
済
、
生

活
問
題
、
無
職
な
ど
の
要
因
が

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
病
気
、
障
が
い
、
保

健
、
税
金
、
就
労
な
ど
市
民
生

活
に
密
着
し
た
業
務
を
幅
広
く

行
っ
て
い
る
の
で
、
不
安
を
抱

え
る
市
民
と
か
か
わ
る
機
会
も

多
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

に
つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

今
後
、
市
役
所
の
職
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
の
実
施
に
つ
い

て
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

食

物

ア

レ

ル
ギ
ー
対
応

い

の

ち

の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー



問
１
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

答
１
　
北
本
市
の
ご
み
処
理
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
が

埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合
の
施

設
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
組

合
を
構
成
す
る
団
体
は
北
本
市
、

鴻
巣
市
、
吉
見
町
の
２
市
１
町

で
す
。
平
成
19
年
７
月
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
及
び
新
た
な
施

設
の
建
設
は
、
組
合
内
に
施
設

整
備
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

問
２
　
検
討
の
結
果
は

答
２
　
最
大
11
市
町
村
で
の
広

域
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
枠
組

み
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
合
意

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

終
的
に
は
平
成
25
年
２
月
、
ご

み
処
理
の
広
域
化
は
、
北
本
市
、

鴻
巣
市
、
行
田
市
の
３
市
で
行

う
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
埼

玉
中
部
環
境
保
全
組
合
の
施
設

に
つ
い
て
は
２
市
１
町
で
運
営

し
現
施
設
が
存
続
す
る
限
り
、

ご
み
処
理
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

問
３
　
今
後
に
つ
い
て

答
３
　
北
本
市
、
鴻
巣
市
、
行

田
市
の
３
市
で
ご
み
処
理
広
域

化
勉
強
会
が
発
足
し
、
首
長
会

議
及
び
勉
強
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
ご
み
処
理

施
設
の
視
察
、
ご
み
処
理
施
設

稼
働
ま
で
の
手
順
の
想
定
、
国

県
の
補
助
金
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
北
本

市
、
鴻
巣
市
、
行
田
市
の
３
市

で
ご
み
処
理
広
域
化
協
議
会
等

を
設
立
し
、
建
設
市
の
選
定
、

事
業
主
体
と
な
る
一
部
事
務
組

合
の
設
立
、
焼
却
方
式
の
選
定
、

ご
み
の
分
別
方
法
等
の
検
討
を

行
い
、
新
た
な
ご
み
処
理
施
設

の
建
設
等
を
進
め
ま
す
。

高
橋
伸
治
（
市
民
の
力
）

・
国
際
交
流

・
限
界
集
落

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

他
１
件

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
北
本
市
の
ご
み
処
理

・
組
織
機
構
の
改
正
と
職
員
定
数

・
教
育
行
政
の
状
況

桂
　
祐
司
（
無
所
属
の
会
）

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
拡
大
策

・
新
駅
設
置

・
市
民
と
創
る
機
能
的
で
簡
素
な
防
災

　
庁
舎
の
建
設

他
１
件

│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

３
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

３
日(

月)

開
会
の
予
定
で
す
。

　議会では、皆さんの生活に密

着した重要な問題を審議してい

ます。

　身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴してみませんか。

傍聴 のご案 内傍聴 のご案 内傍聴 のご案 内

(５) きたもと議会だより

駅
西
口
広
場

ゴ
ミ
処
理
計
画

市
内
業
者
の

受
注
機
会
拡
大

問
１
　
官
公
需
の
契
約
実
績
は

答
１
　
平
成
23
年
度
の
工
事
請

負
契
約
等
の
発
注
実
績
に
つ
い

て
、
建
設
工
事
・
物
品
は
、
全

て
中
小
企
業
者
が
受
注
し
ま
し

た
。
設
計
等
を
除
く
業
務
委
託
、

賃
貸
借
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約

４
割
弱
を
中
小
企
業
者
が
受
注

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち

市
内
事
業
者
の
建
設
工
事
の
受

注
実
績
は
、
発
注
件
数
78
件
中

53
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
品

等
は
、
発
注
件
数
79
件
中
43
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
２
　
市
内
事
業
者
の
受
注
機

会
拡
大
施
策
に
つ
い
て

答
２
　
透
明
性
、
競
争
性
、
公

正
性
、
品
質
の
確
保
を
担
保
し

た
上
で
、
市
内
事
業
者
の
受
注

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
市

内
事
業
者
で
取
り
扱
え
る
も
の

は
、
市
内
事
業
者
を
中
心
と
し

た
発
注
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

の
対
応
の
一
つ
に
は
建
設
工
事

の
発
注
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

分
離
・
分
割
発
注
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
型
工
事
を
建
築
、
電

気
、
機
械
の
工
種
別
に
発
注
し
、

大
型
の
工
事
を
分
離
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
内
事
業
者
の
受
注

が
可
能
と
な
り
、
市
内
事
業
者

の
受
注
拡
大
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の

内
容
、
工
事
箇
所
の
特
性
及
び

工
期
な
ど
か
ら
分
割
発
注
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な

取
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
工

事
を
受
注
し
た
際
に
は
、
配
置

す
る
現
場
代
理
人
に
つ
い
て
常

駐
を
義
務
づ
け
て
い
ま
し
た
が
、

市
内
事
業
者
に
限
り
、
平
成
24

年
度
４
月
よ
り
一
定
の
条
件
を

満
た
す
工
事
は
、
合
計
２
件
ま

で
の
工
事
の
現
場
代
理
人
を
兼

務
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
ま

し
た
。



(６)議会・委員会の動き

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

「デマンドバス」
Ｑ．デマンドバスの台数を増やせば予約は取りやすくなるのか

Ａ．現在のデマンドバス（ワゴン車２台、普通自動車１台）の運行費用は、３台で約2,000万

円かかっています。また、平成23年度の利用者数は約２万人で、一人当たりの運行単価は

1,000円程度となっています。運行台数を増やせば、１台あたり年間600万円から700万円の費

用がかかりますので、先ずは、予約時間をずらしていただいたり、乗り合いを増やすなどの

方法を検討しています。来年度は台数を増やすことによるメリット、デメリット等も検討し

ていきたいと考えています。

「セーフコミュニティ」
Ｑ．セーフコミュニティの認証取得に当たってどのような組織をつくってどのような活動を

行っていくのか

Ａ．セーフコミュニティの組織については、トップに市内の安心・

安全にかかわる代表の方で構成される推進協議会があります。また、

各分野の具体的なデータを分析して結果を導き出し、実効性のあ

る取組みについてのアドバイスをする機関として公衆衛生の専門

家等で組織する外傷サーベイランス委員会があります。さらにそ

の指導に基づいて具体的な取組みを考えていく交通安全・高齢者・

子ども・自殺・防災・防犯の六つの対策委員会があります。活動

の進め方については、来年度の各対策委員会の中で決定していく

ことになりますが、市民の理解を得て、市民と行政との協働によ

る安心・安全なまちを目指していきたいと考えています。

保健福祉常任委員会保健福祉常任委員会

「０歳児おむつ無料化」
Ｑ．０歳児おむつ無料化について

Ａ．平成25年７月から事業を開始予定ですが、今回事業化にあたりまして、24年８月以降の

事業施行前１年間に出生した幼児についても経過措置を予定しています。具体的なクーポン

券の交付方法は、出生届や転入届の際、市役所でクーポン券を交付し、市と契約を取り交わ

した店舗でクーポン券とおむつを交換できる方法を考えています。また、

経済産業省によると99％の家庭で紙おむつを使用しているとのデータ

がありますが、一方で布おむつを使用している方もいます。さらに、

途中で転出する場合の取扱いなど課題がありますが、引き続き事業の

詳細を検討し、事業実施要綱で確定をしていきたいと考えています。

「健康増進計画」
Ｑ．健康増進計画について

Ａ．健康増進計画は、市民の健康増進の総合的な推進を図るために策定するもので、市民の

健康の特徴を分析し、課題を捉えて、その課題について取組みを手厚くしていきたいと考え

ています。本市の場合、高齢化が進んでいますので、運動や栄養、休養、歯の健康を手厚く

していく計画になると現時点では考えています。この計画は１年度で策定することになって

いますので、市民の意見や庁内の意見を交えながら案を作成し年度内の策定を目指していき

ます。策定後には、周知を図るためのパンフレットの作成、配布、ホームページや広報への

掲載を行う予定です。この計画が市民の生活に溶け込み、身近に感じることができ、市民自

らが健康づくりに取り組んでいけるよう考えています。



きたもと議会だより

特別委員会の報告

○庁舎等建設特別委員会

　特別委員会は、平成25年１月８日に第18回、３月15日に第19回の会議を開催し、「議場

エリアの設備・仕様について」と「新庁舎議場の開場式について」を議題としました。

議場エリアの設備・仕様について

　議会エリアの壁面などの仕様については、当初のものより、安価なものとすることを、す

でに確認していますが、今回は、議員控室の間仕切りを全て可動式にせずに、一部固定にす

ることにより、約200万円のさらなる縮減を図りました。また、会議の様子が確認できる映

像や音響設備については、費用対効果を考慮して、必要最小限のものを設置する予定になっ

ています。

新庁舎議場の開場式について

　他市の事例を検討した結果、アトラクションなど、華美で経費を必要とする内容は行わず、

除幕式程度のセレモニーを行うことを決定しました。なお、旧議場の閉場式もこれまでの歴

史に敬意を表して、粛々としたセレモニーのみ行うことを決定しました。

(７)

建設経済常任委員会

「サマーフェスタ」

Ｑ．サマーフェスタの復活について

Ａ．中央通線が広く新しくなりましたので、そのお披露目も兼ねて商工会からサマーフェス

タ事業の復活をさせたいとの要望がありました。現在、商工会では実行委員会を設置し、商

工会青年部を中心に事業内容を検討しています。

　サマーフェスタ事業は、８月３日に中山道に加え東中央通り商店会の皆さんも一緒に実施

すると聞いていますので、これを機に会場周辺の商店会の活性化につながればよいと考えて

います。また、観光100万人都市を目指していますので、イベントを行うことにより来訪者が

増加すること、さらには商工会の若手青年部が中心となることにより今後の商工会の活性化

にも期待したいです。

「市道12号線」

Ｑ．市道12号線の今年度事業について

Ａ．市道12号線の今年度事業については、

総合福祉センターの交差点から西に向か

い県道さいたま鴻巣線の交差点まで、片

側１車線の交互通行で道路の両側に歩道

を整備し、歩道と車道の間に自転車道の

整備を予定しています。また、県道交差

点付近の未買収の用地については、埼玉

県警察本部との交通協議に時間を要した

ことから、平成24年度予算を繰越明許し、

今後、用地取得を進めていきます。

歩道や自転車道の整備が予定されている市道12号線
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主な提出案件の結果一覧主な提出案件の結果一覧

平成25年度北本市一般会計予算

平成25年度北本市後期高齢者医療特別会計予算

平成25年度北本市公共下水道事業特別会計予算

平成25年度北本市国民健康保険特別会計予算

平成25年度北本市介護保険特別会計予算

平成25年度埼玉県央広域公平委員会特別会計予算

北本市手数料条例の一部改正について

北本市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について

北本市都市公園条例の一部改正について

北本市市営住宅設置及び管理条例の一部改正について

教育委員会委員の任命について

埼玉県央広域公平委員会委員の選任について

平成24年度北本市一般会計補正予算（第６号）

年金2.5％の削減中止を求める意見書を提出する請願

この印刷物は再生紙を使用しています。
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� 不採択� ×� ×� △� ○� ×� ○� ×

平成25年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業
特別会計予算

北本市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
に関する条例等の一部改正について

「議案第１号」平成25年度北本市一般会計予算に対する
附帯決議

北本市議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正に
ついて

平成会【６人】、公明党【３人】、政策北本【３人】、日本共産党【２人】、

無所属の会【２人】、市民の力【２人】、民主北本【２人】（平成25年3月31日現在）

各会派の
議 員 数

＊上記以外に16件の議案審議がありましたが、いずれも挙手全員により

　原案のとおり可決しています。


